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主論文 

Molecular epidemiology and clinical features of extended-spectrum beta-lactamase­ 

or carbapenemase-producing Escherichia coli bacteremia in Japan. 

 

日本における基質拡張型β-ラクタマーゼまたはカルバペネマーゼ産生大腸菌菌

血症の分子疫学と臨床的特徴 

 
 

Yuko Komatsu, Kei Kasahara, Takashi Inoue, Sang-Tae Lee, 

Tetsuro Muratani, Hisakazu Yano, Tadaaki Kirita, Keiichi Mikasa. 

PLoS One 2018 Aug 29;13(8):e0202276.  



論文審査の要旨 

 

近年様々な薬剤耐性菌による感染症が問題になっており、2013年の薬剤耐性

菌感染症による死亡者は少なく見積もっても約 70万人と推測されている。薬剤

耐性菌の中でも基質拡張型β-ラクタマーゼ(ESBL)やカルバペネマーゼを産生

する大腸菌の急激な増加が深刻な問題になっている。 

本研究では大腸菌による感染症の中でも最も重篤な感染症である菌血症 115

例の検討において、30 例(26.1%)から ESBL 産生大腸菌が分離され、さらに 3例

(2.6%)からカルバペネマーゼ産生大腸菌が分離された。またこれらの大腸菌はア

ミノグリコシド系薬やキノロン系薬などへの多剤耐性を示した。遺伝子解析で

はこれらの大腸菌は世界的に流行している多剤耐性クローンである ST131 に端

を発し。日本独自の耐性遺伝子である CTX-M-27 や IMP-6 を獲得していること

が分かった。臨床的解析からは危険因子として抗菌薬の前投与歴や介護施設居

住歴があり、また耐性菌による症例の予後は不良であることが分かった。 

本研究は日本で流行する薬剤耐性大腸菌の細菌学的特徴を明らかにするだけ

でなく、臨床的な患者背景や予後との関連をも明らかにしたものであり、感染

病態制御医学での研究成果として、博士(医学)の学位に値すると評価できる。 

今後薬剤耐性菌感染症はさらに増加することが予測されており、今後のさら

なる展開と臨床微生物学や臨床感染症学、感染対策への応用が期待される。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに感染病態制御医学の

進歩に寄与するところが大きいと認める。 
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